
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

○定期考査 ○

10

配当
時数

第１章　数と式
　第１節　式の計算
　第２節　実数
　第３節　１次不等式
【知・技】数と式について理解できるよ
うにする。
【思・判・表】数や式を多面的にみたり
目的に応じて適切に変形できるようにす
る。

○ ○ ○ 17

単元の具体的な指導目標

1

1

〇 〇

〇 〇

○ ○ 1

○ ○ 1

23

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

○ ○ ○

○ ○

知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解する。②事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

①数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したり
する力、②図形の性質や計量について論理的に考察し表現
する力、③事象を的確に表現してその特徴を表・式・グラ
フを交互に関連付けて考察する力、④適切な手法を選択し
て分析を行い、問題を解決したり解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力、を養う。

数研出版「数学Ⅰ」

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・適格に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

成瀬

３
学
期

第５章　データの分析
【知・技】データの分析について理解で
きるようにする。
【思・判・表】適切な手法を選択して分
析を行い、問題を解決したり、考察でき
るようにする。

２
学
期

第３章　２次関数
　第１節 ２次関数とグラフ
　第２節 ２次方程式と２次不等式
【知・技】２次不等式について理解でき
るようにする。
【思・判・表】２次不等式をグラフと関
連付けて考察することができるようにす
る。

定期考査

第４章　図形と計量
　第１節　三角比
　第２節　三角形への応用
【知・技】図形と計量について理解でき
るようにする。
【思・判・表】図形の性質や計量につい
て論理的に考察し、表現できるようにす
る。

１
学
期

定期考査

定期考査

第２章　集合と命題
【知・技】集合と命題について理解でき
るようにする。
【思・判・表】命題の証明をできるよう
にする。

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

１．多項式
２．多項式の加法と減法
　　及び乗法
３．因数分解
４．実数
５．根号を含む式の計算
６．１次不等式
７．１次不等式の利用
・一人１台端末の活用

評価規準

【知・技】数を実数まで拡張する意義や、不等式の解の意味・
性質を理解するとともに、簡単な無理数の計算をしたり、２次
の乗法公式や因数分解の公式を適切に用いて計算をしたり、１
次不等式の解を求めることができる。
【思・判・表】既に学習した計算の方法と関連付けて、式を多
面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすることができ
る。１次方程式を解く方法や不等式の性質を基に１次不等式を
解く方法を考察することができる。
【態度】数と式の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解
決にそれらを活用しようとしている。

１．集合
２．命題と条件
３．命題と証明

【知・技】集合と命題の基本的な概念を理解している。
【思・判・表】命題を論理的に考察し、簡単な命題の証明をす
ることができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・
改善したりしようとしている。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

①数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度を養う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度を養う。③問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を養う。

定期考査
○ ○

17

第４章　図形と計量
　第２節　三角形への応用
【思・判・表】図形の性質や計量につい
て論理的に考察し、表現できるようにす
る。

〇

７．三角形の面積
８．空間図形への応用

・一人１台端末の活用

１．データの整理
２．データの代表値
３．データの散らばりと
　　四分位範囲
４．分散と標準偏差
５．２つの変量の間の関係
６．仮説検定の考え方
・一人１台端末の活用

【知・技】既習内容を理解し、面積等を求めることができる。
【思・判・表】図形の構成要素間の関係に着目し、日常の事象
等を数学的に捉え、問題を解決したり考察したりすることがで
きる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・
改善したりしようとしている。

【知・技】分散、標準偏差、散布図及び相関係数の意味やその
用い方を理解している。
【思・判・表】目的に応じて複数の種類のデータを収集し、適
切な統計量やグラフ、手法などを選択して分析を行い、データ
の傾向を把握して事象の特徴を表現するこができる。
【態度】データの分析の考えを用いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しようとしている。

合計

117

第３章　２次関数
　第１節　２次関数とグラフ
【知・技】２次関数について理解できる
ようにする。
【思・判・表】関数についての特徴を
表、式、グラフと関連付けて考察するこ
とができるようにする。

１．関数とグラフ
２．２次関数のグラフ
３．２次関数の最大と最小

・一人１台端末の活用

【知・技】２次関数の値の変化やグラフの特徴について理解
し、２次関数の最大値や最小値を求めることができる。
【思・判・表】２次関数の式とグラフとの関係について、多面
的に考察することができる。
【態度】２次関数の考えを用いて考察するよさを認識し、問題
解決にそれらを活用しようとしている。

〇 〇 〇 13

〇 〇 〇 10

１．三角比
２．三角比の相互関係
３．三角比の拡張
４．正弦定理
５．余弦定理
６．正弦定理と余弦定理の
    応用
・一人１台端末の活用

【知・技】鋭角の三角比の意味や、相互関係、三角比を鈍角ま
で拡張する意義を理解している。正弦定理や余弦定理などを用
いて三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めることができ
る。
【思・判・表】図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現
し、定理や公式として導くことができる。
【態度】図形と計量の考えを用いて考察するよさを認識し、問
題解決にそれらを活用しようとしている。

４．２次関数の決定
５．２次方程式
６．グラフと２次方程式
７．グラフと２次不等式

・一人１台端末の活用

【知・技】２次方程式の解や２次不等式の解と、２次関数のグ
ラフとの関係について理解し、２次不等式の解を求めることが
できる。
【思・判・表】２次関数のグラフと２次不等式の解との関係に
ついて考察することができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・
改善したりしようとしている。

〇 〇 〇

〇 23



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ 数研出版「数学A」 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容

１．集合の要素の個数
２．場合の数
３．順列
４．円順列・重複順列
５．組合せ

・一人１台端末の活用

評価規準

【知・技】集合の要素の個数に関する基本的な関係や
順列・組合せの意味を理解し、総数を求めることがで
きる。
【思・判・表】場合の数を求める方法を多面的に考察
することができる。
【態度】場合の数を用いて考察するよさを認識し、問
題解決にそれらを活用しようとしている。

６．事象と確率
７．確率の基本性質
８．独立な試行の確率

・一人１台端末の活用

【知・技】確率の意味や法則についての理解を深め、それ
らを用いて事象の確率や期待値、独立な試行の確率を求め
ることができる。
【思・判・表】確率を求める方法を多面的に考察すること
ができる。
【態度】確率を用いて考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしている。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

①数学のよさを認識し活用しようとする態度を養
う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度を養う。③問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

○定期考査 ○

12

配当
時数

第１章　場合の数と確率
　第１節　場合の数

【知・技】場合の数ついて理解できる
ようにする。
【思・判・表】場合の数について考察
できるようにする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①図形の性質、場合の数と確率についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解する。②数学と人
間の活動の関係について認識を深める。③事象を数
学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

①図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性
質を見いだし論理的に考察する力を養う。②不確実
な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の
起こりやすさを判断する力を養う。③数学と人間の
活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見い
だし、数理的に考察する力を養う。

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・適格に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】

知 思 態

1

〇 13

合計

78

1

〇 〇

〇 〇

○ ○ 1

○ ○ 1

5

11

○ ○ ○

９．反復試行の確率
10．条件付き確率
11．期待値

・一人１台端末の活用

１．三角形の辺の比
２．三角形の外心、内心、重
心

・一人１台端末の活用

【知・技】条件付き確率の意味を理解し、簡単な場合につ
いて条件付き確率を求めることができる。
【思・判・表】確率を求める方法を多面的に考察すること
ができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとしている。

【知・技】三角形に関する基本的な性質について理解して
いる。
【思・判・表】図形の性質について論理的に考察したり説
明したりすることができる。
【態度】図形の性質を用いて考察するよさを認識し、問題
解決にそれらを活用しようとしている。

〇 〇

○ ○

〇 〇 〇

〇

３．チェバの定理
　　メネラウスの定理
４．円に内接する四角形
５．円と直線
６．方べきの定理
７．２つの円の位置関係

・一人１台端末の活用

【知・技】三角形や円に関する基本的な性質について理解
している。
【思・判・表】図形の新たな性質を見いだし、論理的に考
察したり説明したりすることができる。
【態度】図形の性質を用いて考察するよさを認識し、問題
解決にそれらを活用しようとしている。

成瀬

３
学
期

第３章　数学と人間の活動

【知・技】数学と人間の活動について
認識を深めるようにする。
【思・判・表】図形の性質を見いだ
し、論理的に考察できるようにする。

２
学
期

　第２節　確率

【知・技】確率の意味や法則について
理解できるようにする。
【思・判・表】確率について考察でき
るようにする。

定期考査

第２章　図形の性質
　第１節　平面図形

【知・技】図形の性質について理解で
きるようにする。
【思・判・表】図形の性質を、論理的
に考察できるようにする。

１
学
期

定期考査

定期考査

第２章　図形の性質
　第１節　平面図形

【知・技】図形の性質について理解で
きるようにする。
【思・判・表】図形の性質を見いだ
し、論理的に考察できるようにする。

　第２節　確率

【知・技】確率について理解できるよ
うにする。
【思・判・表】確率について考察でき
るようにする。

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

〇 〇 〇 6

定期考査
○ ○

14

　第２節　空間図形

【知・技】図形の性質について理解で
きるようにする。
【思・判・表】数学の構造を見いだ
し、数理的に考察できるようにする。

〇

８．直線と平面
９．多面体

・一人１台端末の活用

１．約数と倍数
２．素数と素因数分解
３．最大公約数・最小公倍数
４．整数の割り算
５．ユークリッドの互除法
６．１次不定方程式

・一人１台端末の活用

【知・技】空間図形に関する基本的な性質について理解し
ている。
【思・判・表】図形の新たな性質を見いだし、論理的に考
察したり説明したりすることができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとしている。

【知・技】数量や図形に関する概念などと人間の活動の関
わりについて理解している。
【思・判・表】数量や図形に関する概念などを、関心に基
づいて発展させ考察することができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとしている。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

○定期考査 ○

14

配当
時数

第１章　式と証明
　第１節　式と計算
　第２節　等式と不等式の計算
【知・技】式と証明について理解でき
るようにする。
【思・判・表】等式や不等式の証明を
できるようにする。

○ ○ ○ 22

単元の具体的な指導目標

1

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

○ ○ ○

○ ○

知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数
関数、三角関数及び微分・積分の考えについての
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。
②事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

①数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つ
ことなどについて論理的に考察する力、②座標平面上の図
形について構成要素間の関係に着目し、図形の性質を論理
的に考察したりする力、③関数関係に着目し、事象を的確
に表現してその特徴を数学的に考察する力、を養う。

数研出版『数学Ⅱ』

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

156

成瀬

３
学
期

２
学
期

第４章　三角関数
　第１節　三角関数
　第２節　加法定理
【知・技】三角関数について理解でき
るようにする。
【思・判・表】三角関数の式とグラフ
の関係について考察できるようにす
る。

定期考査

第５章　指数関数と対数関数
　第１節　指数関数
　第２節　対数関数
【知・技】指数関数と対数関数につい
て理解できるようにする。
【思・判・表】指数関数及び対数関数
の式とグラフの関係について考察でき
るようにする。

１
学
期

定期考査

定期考査

第２章　複素数と方程式
【知・技】複素数と方程式について理
解できるようにする。
【思・判・表】既習事項と関連付け考
察をできるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

１．3次式の展開と因数分解
２．二項定理
３．多項式の割り算
４．分数式とその計算
５．恒等式
６．等式の証明
７．不等式の証明

・一人１台端末の活用

評価規準

【知・技】3次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し、
それらを用いて式の展開や因数分解をすることができ
る。多項式の除法や分数式の四則計算の方法について理
解し、簡単な場合について計算をすることができる。
【思・判・表】実数の性質や等式の性質、不等式の性質
などを基に、等式や不等式が成り立つことを論理的に考
察し、証明することができる。
【態度】事象をいろいろな式の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとしてい
る。

１．複素数
２．2次方程式の解と判別式
３．解と係数の関係
４．剰余の定理と因数定理
５．高次方程式
・一人１台端末の活用

【知・技】数を複素数まで拡張する意義を理解し、複素
数の四則計算をすることができる。二次方程式の解の種
類の判別及び解と係数の関係について理解している。
【思・判・表】式の計算の方法を既に学習した数や式の
計算と関連付け多面的に考察することができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとしている。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

①数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度を養う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度を養う。③問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を養う。

定期考査 ○ ○

第６章　微分法と積分法
　第２節　導関数の応用
　第３節　積分法
【知・技】微分法と積分法について理
解できるようにする。
【思・判・表】
微分と積分の関係に着目し、積分の考
えを用いて直線や関数のグラフで囲ま
れた図形の面積を求める方法について
考察することができるようにする。

３．接線
４．関数の値の変化
５．最大値・最小値
６．関数のグラフと方程式・
不等式
７．不定積分
８．定積分
９．面積

・一人１台端末の活用

【知・技】導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小
を調べ、グラフの概形をかく方法を理解している。不定
積分及び定積分の意味について理解し、関数の定数倍、
和及び差の不定積分や定積分の値を求めることができ
る。
【思・判・表】微分と積分の関係に着目し、積分の考え
を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求
める方法について考察することができる。
【態度】事象を微分・積分の考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようとしている。

〇 〇 〇 36

１．指数の拡張
２．指数関数
３．対数とその性質
４．対数関数
５．常用対数

・一人１台端末の活用

【知・技】指数関数の値の変化やグラフの特徴について
理解している。対数の意味とその基本的な性質について
理解し、簡単な対数の計算をすることができる。
【思・判・表】指数と対数を相互に関連付けて考察する
ことができる。指数関数及び対数関数の式とグラフの関
係について、多面的に考察することができる。
【態度】事象を指数関数・対数関数の考えを用いて考察
するよさを認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
ている。

〇 26〇 〇

○ ○ 1

○ ○ 1

第６章　微分法と積分法
　第１節　微分係数と導関数
【知・技】微分係数と導関数について
理解できるようにする。
【思・判・表】】関数とその導関数と
の関係について考察することができる
ようにする。

１．微分係数
２．導関数

・一人１台端末の活用

【知・技】微分係数や導関数の意味について理解し、関
数の定数倍、和及び差の導関数を求めることができる。
【思・判・表】関数とその導関数との関係について考察
することができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとしている。

〇 〇 〇 8

第３章　図形と方程式
　第１節　点と直線
　第２節　円
　第３節　軌跡と領域
【知・技】図形と方程式について理解
できるようにする。
【思・判・表】座標平面上の図形につ
いて構成要素間の関係に着目して考察
できるようにする。

１．直線上の点
２．平面上の点
３．直線の方程式
４．2直線の関係
５．円の方程式
６．円と直線
７．2つの円
８．軌跡と方程式
９．不等式の表す領域
・一人１台端末の活用

【知・技】座標平面上の直線や円を方程式で表すことが
できる。軌跡について理解し、簡単な場合について軌跡
を求めることができる。不等式の表す領域を求めたり領
域を不等式で表したりすることができる。
【思・判・表】座標平面上の図形について構成要素間の
関係に着目し、それを方程式を用いて表現し、図形の性
質や位置関係について考察することができる。
【態度】事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとしてい
る。

〇 〇 〇 20

１．一般角と弧度法
２．三角関数
３．三角関数の性質
４．三角関数のグラフ
５．三角関数の応用
６．加法定理
７．加法定理の応用
８．三角関数の合成
・一人１台端末の活用

【知・技】弧度法による角度の表し方について理解して
いる。三角関数の相互関係などの基本的な性質を理解し
ている。・三角関数の加法定理や２倍角の公式、三角関
数の合成について理解している。
【思・判・表】三角関数の加法定理から新たな性質を導
くことができる。三角関数の式とグラフの関係について
多面的に考察することができる。
【態度】事象を三角関数の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとしている。

〇 〇 〇

1

26



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ 数研出版「数学Ｂ」 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 8

定期考査
○ ○

13

　第１節　確率分布

【知・技】確率変数の確率，期待値，
分散を求められるようにする。
【思・判・表】正規分布を利用し，問
題を考察できるようにする。

〇

７．正規分布

・一人１台端末の活用

８．母集団と標本
９．標本平均とその分布
10．推定
11．仮説検定

・一人１台端末の活用

【知・技】連続的な確率変数について理解し，確率変数の
確率，期待値，分散が求められる。。
【思・判・表】日常の身近な問題を統計的に処理するのに
正規分布を利用できる。
【態度】連続的な確率変数である正規分布に興味をもち，
正規分布について積極的に考察しようとする。

【知・技】確率の理論を統計に応用し，正規分布を用いた
区間推定と仮説検定の方法を理解できるようにする。
【思・判・表】母集団の特徴や傾向を推測し判断したり，
標本調査の方法や結果を批判的に考察することができる。
【態度】仮説検定によってさまざまな判断ができることに
興味をもち，現実の問題の解説に役立てようとする。

３．確率変数の変換
４．確率変数の和と期待値
５．独立な確率変数と
　　　　　期待値・分散
６．二項分布
・一人１台端末の活用

【知・技】確率変数の変換公式を理解し，確率変数の和と
積の期待値を求めることができる。
【思・判・表】確率変数の積の期待値や和の分散と確率変
数の性質との相互関係を捉えることができる。
【態度】確率変数の同時分布，和の期待値の計算に積極的
に取り組もうとする。

成瀬

３
学
期

　第２節　統計的な推測

【知・技】区間推定と仮説検定の方法
を理解できるようにする。
【思・判・表】母集団の特徴や傾向を
推測し判断したり，標本調査の方法や
結果を批判的に考察することができ
る。

２
学
期

　第２節　数学的帰納法

【知・技】数学的帰納法を理解し，証
明できるようにする。
【思・判・表】数学的帰納法について
考察できるようにする。

定期考査

第２章　統計的な推測
　第１節　確率分布

【知・技】確率変数の変換公式を理解
し，期待値を求められるようにする。
【思・判・表】確率変数の性質との相
互関係を捉えられるようにする。

１
学
期

定期考査

定期考査

第１節　数列とその和

【知・技】いろいろな数列について理
解できるようにする。
【思・判・表】いろいろな数列の一般
項について考察できるようにする。

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2

〇

○ ○

８．数学的帰納法

・一人１台端末の活用

【知・技】数学的帰納法を用いて，等式・不等式を証明す
ることができる。
【思・判・表】自然数nに関する命題の証明には，数学的帰
納法が有効なことを理解し，活用することができる。
【態度】数学的帰納法を利用して，証明しようとする。

〇 〇

○ ○

〇

知 思 態

1

〇 13

合計

78

1

〇 〇

〇 〇

○ ○ 1

○ ○ 1

8

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①数列，統計的な推測についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解する。②数学と社会生活と
の関わりについて認識を深める。③事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

①離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現
し考察する力を養う。②確率分布や標本分布の性質に着
目し，母集団の傾向を推測し判断する力を養う。③標本
調査の方法や結果を批判的に考察したりする力や，日常
の事象等を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を養う。

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・適格に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

１．数列
２．等差数列とその和
３．等比数列とその和
４．和の記号Σ

・一人１台端末の活用

評価規準

【知・技】条件から等差数列，等比数列の一般項を決定で
きる。等差数列，等比数列の和が求められる。
【思・判・表】等差数列，等比数列の項を書き並べて，隣
接する項の関係やその和について考察できる。
Σの性質を利用して，和の計算を簡単に行うことができ
る。
【態度】等差中項，等比中項の性質に興味をもち，問題解
決に利用しようとする。

５．階差数列
６．いろいろな数列の和

・一人１台端末の活用

【知・技】階差数列，和と一般項について理解し，それを
利用して，もとの数列の一般項を求めることができる。
【思・判・表】初項から第n項までの和に着目したり，階差
数列を利用して，一般項を考察できる。
【態度】群数列に興味をもち，一般項や和について考察し
ようとする。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

①数学のよさを認識し活用しようとする態度を
養う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度を養う。③問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

○
定期考査

○

6

配当
時数

第１章　数列
　第１節　数列とその和

【知・技】一般項や第n項までの和を求
めることができる。記号Σの意味を理
解できるようにする。
【思・判・表】隣接する項の関係や和
を考察できるようにする。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標

6

第２章　統計的な推測
　第１節　確率分布

【知・技】確率変数の各値を求められ
るようにする。
【思・判・表】確率分布の特徴を考察
できるようにする。

１．確率変数と確率分布
２．確率変数の
　　　　　期待値と分散
・一人１台端末の活用

【知・技】確率変数の確率分布，期待値，分散，標準偏差
を求めることができる。
【思・判・表】確率分布の特徴を考察することができる。
【態度】確率分布を用いることのよさに気づき，進んで確
率分布の特徴を調べようとする。

〇 〇 〇 6

第２節　数学的帰納法

【知・技】初項と漸化式から一般項を
求められるようにする。
【思・判・表】数列の特徴を考察でき
るようにする。

７．漸化式と数列

・一人１台端末の活用

【知・技】漸化式の意味を理解し，初項と漸化式から数列
の一般項を求めることができる。
【思・判・表】漸化式を適切に変形して，数列の特徴を考
察できる。
【態度】複雑な漸化式について考察しようとする。

〇 〇 〇



年間授業計画

成瀬高等学校 令和 7 年度 （第 2 学年用） 教科  科目

対象学年組： 第 学年 組～ 組 単位数： 単位

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

14

1

１．放物線
２．楕円
３．双曲線
４．２次曲線の平行移動
５．２次曲線と直線
６．２次曲線の性質

【知・技】放物線、楕円、双曲線が二次式で表される
こと及びそれらの二次曲線の基本的な性質について理
解している。曲線の媒介変数表示について理解してい
る。極座標の意味及び曲線が極方程式で表されること
について理解している。
【思・判・表】放物線、楕円、双曲線を相互に関連付
けて捉え、考察することができる。
【態度】事象を平面上の曲線の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。

〇

〇

〇

〇

〇

78

７．曲線の媒介変数表示
８．極座標と極方程式
９．コンピュータといろいろな曲
線

【知・技】放物線、楕円、双曲線が二次式で表される
こと及びそれらの二次曲線の基本的な性質について理
解している。曲線の媒介変数表示について理解してい
る。極座標の意味及び曲線が極方程式で表されること
について理解している。
【思・判・表】放物線、楕円、双曲線を相互に関連付
けて捉え、考察することができる。
【態度】事象を平面上の曲線の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。

〇 〇 〇

18

合計

３
学
期

第４章　式と曲線
　第２節　媒介変数表示と極座標
【知・技】２次曲線について理解
できるようにする。
【思・判・表】２次曲線について
考察できるようにする。

1

２
学
期

第３章　複素数平面
【知・技】複素数平面について理
解できるようにする。
【思・判・表】複素数平面につい
て考察できるようにする。

１．複素数平面
２．複素数の極形式と乗法、除法
３．ド・モアブルの定理
４．複素数と図形

【知・技】複素数平面と複素数の極形式、複素数の実
数倍、和、差、積及び商の図形的な意味を理解してい
る。ド・モアブルの定理について理解している。
【思・判・表】複素数平面における図形の移動などと
関連付けて、複素数の演算や累乗根などの意味を考察
することができる。
【態度】事象を複素数平面の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。

〇 〇 〇 14

定期考査
〇 〇

定期考査
〇 〇 1

第４章　式と曲線
　第１節　２次曲線
【知・技】２次曲線について理解
できるようにする。
【思・判・表】２次曲線について
考察できるようにする。

定期考査

14

第２章　空間のベクトル
【知・技】空間のベクトルについ
て理解できるようにする。
【思・判・表】空間のベクトルに
ついて考察できるようにする。

１．空間の座標
２．空間のベクトル
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル
６．ベクトルと図形
７．座標空間における図形

【知・技】座標及びベクトルの考えが平面から空間に
拡張できることを理解している。
【思・判・表】ベクトルやその内積の基本的な性質な
どを用いて空間図形の性質を見出したり、多面的に考
察したりすることができる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようとしたり、
粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたり
している。

〇 〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

第１章　平面上のベクトル
　第１節　平面上のベクトルとそ
の演算
　第２節　ベクトルと平面図形
【知・技】平面上のベクトルにつ
いて理解できるようにする。
【思・判・表】平面上のベクトル
について考察できるようにする。

１．平面上のベクトル
２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル
６．ベクトルと図形
７．ベクトル方程式

【知・技】平面上のベクトルの意味、相当、和、差、実数
倍、位置ベクトル、ベクトルの成分表示、ベクトルの内積
及びその基本的な性質について理解している。
【思・判・表】実数などの演算の法則と関連付けて、ベク
トルの演算法則を考察することができる。ベクトルやその
内積の基本的な性質などを用いて平面図形の性質を見出し
たり、多面的に考察したりすることができる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよさを認
識し、問題解決にそれらを活用しようとしたり、粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

〇 〇 〇 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査
〇 〇 1

数学Ｃ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ベクトル、平面上の曲線と複素数平面についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、数学的な表現の工夫について認識を深め、事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し、演算法則や
その図形的な意味を考察する力、図形や図形の
構造に着目し、それらの性質を統合的・発展的
に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

数研出版　『数学Ｃ』

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

数学 数学Ｃ

2 1 7 2



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

34

１．不定積分とその基本的な性
質
２．置換積分法
３．部分積分法
４．いろいろな関数の不定積分
５．定積分とその基本的な性質
６．定積分の置換積分法
７．定積分の部分積分法
８．定積分の種々の問題
９．面積
10．体積
11．曲線の長さ
12．速度と道のり
・一人１台端末の活用

【知・技】置換積分法及び部分積分法について理解
し、簡単な場合について、それらを用いて不定積分や
定積分を求めることができる。定積分を利用して、い
ろいろな曲線で囲まれた図形の面積や立体の体積及び
曲線の長さなどを求めることができる。
【思・判・表】関数の式を多面的にみたり目的に応じ
て適切に変形したりして、いろいろな関数の不定積分
や定積分を求める方法について考察することができ
る。極限や定積分の考えを基に、立体の体積や曲線の
長さなどを求める方法について考察することができ
る。
【態度】事象を積分法の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとしている。

〇 〇 〇

総合問題演習
共通テスト対策

総合問題演習
共通テスト対策直前演習数学Ⅰ
A
共通テスト対策直前演習数学Ⅱ
BC

【知・技】基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。数学的な表現の工夫について認識を深め、
数学的に表現・処理する技能を身に付けている。
【思・判・表】学習した内容を相互に関連付けて捉
え、考察することができる。問題演習の中で、数学的
な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現することがで
きる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇 〇

28

○ ○ 1

○ ○ 1

〇 34

共通テスト対策 総合問題演習
共通テスト対策直前演習数学Ⅰ
A
共通テスト対策直前演習数学Ⅱ
BC

【知・技】基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。数学的な表現の工夫について認識を深め、
数学的に表現・処理する技能を身に付けている。
【思・判・表】学習した内容を相互に関連付けて捉
え、考察することができる。問題演習の中で、数学的
な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現することがで
きる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇 〇 〇

１．微分係数と導関数
２．導関数の計算
３．いろいろな関数の導関数
４．第ｎ次導関数
５．関数のいろいろな表し方
６．接線と法線
７．平均値の定理
８．関数の値の変化
９．関数の最大・最小
10．関数のグラフ
11．方程式、不等式への応用
12．速度と加速度
13．近似式
・一人１台端末の活用

【知・技】微分可能性、関数の積及び商の導関数、合
成関数の導関数、三角関数、指数関数及び対数関数の
導関数について理解し、それらを求めることができ
る。 導関数を用いて、いろいろな曲線の接線の方程式
を求めたり、いろいろな関数の値の増減、極大・極
小、グラフの凹凸などを調べグラフの概形をかいたり
することができる。
【思・判・表】導関数の定義に基づき、三角関数、指
数関数及び対数関数の導関数を考察することができ
る。関数の連続性と微分可能性、関数とその導関数や
第二次導関数の関係について考察することができる。
【態度】事象を微分法の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとしている。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

156

成瀬

３
学
期

２
学
期

第３章　積分法
　第１節　不定積分
　第２節　定積分
第４章　積分法の応用

【知・技】積分法について理解で
きるようにする。
【思・判・表】極限や定積分の考
えを基に、立体の体積や曲線の長
さなどを求める方法について考察
することができるようにする。

定期考査

定期考査

定期考査

第３章　微分法
　第１節　導関数
　第２節　いろいろな関数の導関
数
第４章　微分法の応用
　第１節　導関数の応用
　第２節　速度と近似式

【知・技】微分法について理解で
きるようにする。
【思・判・表】いろいろな関数と
その導関数の関係について考察を
できるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

１．分数関数
２．無理関数
３．逆関数と合成関数
４．数列の極限
５．無限等比数列
６．無限級数
７．関数の極限
８．三角関数と極限
９．関数の連続
・一人１台端末の活用

評価規準

【知・技】 簡単な分数関数と無理関数の値の変化やグ
ラフの特徴について理解することができる。数列の極
限や無限級数の収束、発散について理解し、数列の極
限や無限級数の和を求めることができる。
【思・判・表】既に学習した関数の性質と関連付け
て、簡単な分数関数と無理関数のグラフの特徴を多面
的に考察することができる。式を多面的に捉えたり目
的に応じて適切に変形したりして、極限を求める方法
を考察することができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限、微分法及び積分法についての概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化
したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し、極限について考察した
り、関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し、数学
的に考察したりする力、いろいろな関数の局所的な性質や
大域的な性質に着目し、事象を数学的に考察したり、問題
解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察した
りする力を養う。

数研出版「数学Ⅲ」

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅲ

1

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

○ ○ ○

○ ○

知 思 態

１
学
期

【学びに向かう力、人間性等】

○定期考査 ○

30

配当
時数

第１章　関数
第２章　極限
　第１節　数列の極限
　第２節　関数の極限

【知・技】関数や極限について理
解できるようにする。
【思・判・表】既習事項と関連付
け考察をできるようにする。

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標

1



年間授業計画

成瀬高等学校 令和 7 年度 （第 3 学年用） 教科  科目

対象学年組： 第 学年 組～ 組 単位数： 単位

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

14

1

総合問題演習（ⅠＡⅡＢⅢＣ）
共通テスト対策ⅠＡ
共通テスト対策ⅡＢC

【知・技】基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解している。数学的な表現の工夫について認識を深
め、数学的に表現・処理する技能を身に付けてい
る。
【思・判・表】学習した内容を相互に関連付けて捉
え、考察することができる。問題演習の中で、数学
的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現すること
ができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇

〇

〇

〇

〇

78

総合問題演習（ⅠＡⅡＢⅢＣ）
共通テスト対策ⅠＡ
共通テスト対策ⅡＢC

【知・技】基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解している。数学的な表現の工夫について認識を深
め、数学的に表現・処理する技能を身に付けてい
る。
【思・判・表】学習した内容を相互に関連付けて捉
え、考察することができる。問題演習の中で、数学
的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現すること
ができる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇 〇 〇

16

合計

３
学
期

総合問題演習

1

２
学
期

第４章　式と曲線
　第１節　２次曲線
　第２節　媒介変数表示と極座標
【知・技】２次曲線について理解
できるようにする。
【思・判・表】２次曲線について
考察できるようにする。

１．放物線
２．楕円
３．双曲線
４．２次曲線の平行移動
５．２次曲線と直線
６．２次曲線の性質
７．曲線の媒介変数表示
８．極座標と極方程式
９．コンピュータといろいろな曲
線

【知・技】放物線、楕円、双曲線が二次式で表され
ること及びそれらの二次曲線の基本的な性質につい
て理解している。曲線の媒介変数表示について理解
している。極座標の意味及び曲線が極方程式で表さ
れることについて理解している。
【思・判・表】放物線、楕円、双曲線を相互に関連
付けて捉え、考察することができる。
【態度】事象を平面上の曲線の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれらを活用しようと
したり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。

〇 〇 〇 16

定期考査
〇 〇

定期考査 〇 〇 1

総合問題演習

定期考査

第２章　空間のベクトル
【知・技】空間のベクトルについ
て理解できるようにする。
【思・判・表】空間のベクトルに
ついて考察できるようにする。

１．空間の座標
２．空間のベクトル
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル

【知・技】座標及びベクトルの考えが平面から空間
に拡張できることを理解している。
【思・判・表】ベクトルやその内積の基本的な性質
などを用いて空間図形の性質を見出したり、多面的
に考察したりすることができる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。

〇 〇 〇

6

第３章　複素数平面
【知・技】複素数平面について理
解できるようにする。
【思・判・表】複素数平面につい
て考察できるようにする。

１．複素数平面
２．複素数の極形式と乗法、除法
３．ド・モアブルの定理
４．複素数と図形

【知・技】複素数平面と複素数の極形式、複素数の
実数倍、和、差、積及び商の図形的な意味を理解し
ている。ド・モアブルの定理について理解してい
る。
【思・判・表】複素数平面における図形の移動など
と関連付けて、複素数の演算や累乗根などの意味を
考察することができる。
【態度】事象を複素数平面の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。

〇 〇 〇 8

第２章　空間のベクトル
【知・技】空間のベクトルについ
て理解できるようにする。
【思・判・表】空間のベクトルに
ついて考察できるようにする。

６．ベクトルと図形
７．座標空間における図形

【知・技】座標及びベクトルの考えが平面から空間
に拡張できることを理解している。
【思・判・表】ベクトルやその内積の基本的な性質
などを用いて空間図形の性質を見出したり、多面的
に考察したりすることができる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。

〇 〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

第１章　平面上のベクトル
　第１節　平面上のベクトルとそ
の演算
　第２節　ベクトルと平面図形
【知・技】平面上のベクトルにつ
いて理解できるようにする。
【思・判・表】平面上のベクトル
について考察できるようにする。

１．平面上のベクトル
２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル
６．ベクトルと図形
７．ベクトル方程式

【知・技】平面上のベクトルの意味、相当、和、差、実
数倍、位置ベクトル、ベクトルの成分表示、ベクトルの
内積及びその基本的な性質について理解している。
【思・判・表】実数などの演算の法則と関連付けて、ベ
クトルの演算法則を考察することができる。ベクトルや
その内積の基本的な性質などを用いて平面図形の性質を
見出したり、多面的に考察したりすることができる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしてい
る。

〇 〇 〇 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 〇 〇 1

数学Ｃ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ベクトル、平面上の曲線と複素数平面についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、数学的な表現の工夫について認識を深め、事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し、演算法則や
その図形的な意味を考察する力、図形や図形の
構造に着目し、それらの性質を統合的・発展的
に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

数研出版　「数学Ｃ」

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学 数学Ｃ

3 1 7 2



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇

1

16

1

○ ○ 1

○ ○

〇 15〇 〇

○ ○

共通テスト対策直前演習数学
C

【知・技】ベクトルについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試における基本的な問
題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題などの大学入試問題を解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

〇

共通テスト対策・一般選抜演習 共通テスト対策直前演習数学
C
一般選抜演習

【知・技】基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。数学的な表現の工夫について認識を深め、
数学的に表現・処理する技能を身に付けている。
【思・判・表】学習した内容を相互に関連付けて捉
え、考察することができる。問題演習の中で、数学的
な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現することがで
きる。
【態度】問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○

合計

78

15

共通テスト対策直前演習数学
C

【知・技】ベクトルについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試における基本的な問
題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題などの大学入試問題を解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

成瀬

３
学
期

２
学
期

ベクトル

共通テスト対策

定期考査

ベクトル

共通テスト対策

１
学
期

定期考査

定期考査

第２章　空間のベクトル
　
【知・技】空間のベクトルについて
理解できるようにする。
【思・判・表】空間のベクトルにつ
いて考察できるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

１．平面上のベクトル
２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
研究．三角形の面積
５．位置ベクトル
６．ベクトル方程式
研究．点と直線の距離
研究．点の存在範囲の図示
・一人１台端末の活用

評価規準

【知・技】平面上のベクトルの意味、相当、和、差、
実数倍、位置ベクトル、ベクトルの成分表示、ベクト
ルの内積及びその基本的な性質について理解してい
る。
【思・判・表】実数などの演算の法則と関連付けて、
ベクトルの演算法則を考察することができる。ベクト
ルやその内積の基本的な性質などを用いて平面図形の
性質を見出したり、多面的に考察したりすることがで
きる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようとしたり、
粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたり

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

①数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度
を養う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養う。③問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

数学 数学C(ⅡB)
数学 数学C(ⅡB) 2

○ ○ ○

知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①数学Cについての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解する。 ②事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

①自ら変数を設定する問題などを通して、問題解決の
構想から結論に至るプロセスを主体的に考える力を養
う。②複数の選択肢の中から正解を選ぶ問題などを通
して、適切な答えを素早く導き出す力を養う。③証明
問題や理由を述べる問題などを通して、解答をきちん
と記述する力を養う。

数研出版「数学C」

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学C(ⅡB)

【学びに向かう力、人間性等】

○定期考査 ○

15

配当
時数

第１章　平面上のベクトル
　第１節　平面上のベクトルとその
演算
　第２節　ベクトルと平面図形

【知・技】平面上のベクトルについ
て理解できるようにする。
【思・判・表】平面上のベクトルに
ついて考察できるようにする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標

1
１．空間の座標
２．空間のベクトル
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル
６．ベクトルと図形
７．座標空間における図形
発展．平面の方程式
発展．直線の方程式

【知・技】座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理
解している。
【思・判・表】ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて空間図形
の性質を見出したり、多面的に考察したりすることができる。
【態度】事象をベクトルの考えを用いて考察するよさを認識し、問題解決
にそれらを活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

156

28

合計

○定期考査 ○

32

配当
時数

リンク数学演習ⅠＡ受験編のａｐｐ
ｒｏａｃｈ問題を定着させる。
【知・技】教科書レベルの基本的な
知識・技能を身につける。
【思・判・表】教科書レベルの基本
的な思考力・判断力・表現力を身に
付ける。

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標

1

○ 1

共通テスト対策直前演習数学ⅠＡの
演習を中心に取り組み、実戦的な力
を身につける。
【知・技】大学入試問題の基礎～標
準レベルの知識・技能を身に付け
る。
【思・判・表】大学入試問題の基礎
～標準レベルの思考力・判断力・表
現力を身に付ける。

数学ⅠＡ演習

数学 数学ⅠＡ演習 4

○ ○ ○

○ ○

知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①数学ⅠＡについての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解する。 ②事象を数学化したり、数
学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

①自ら変数を設定する問題などを通して、問題解
決の構想から結論に至るプロセスを主体的に考え
る力を養う。②複数の選択肢の中から正解を選ぶ
問題などを通して、適切な答えを素早く導き出す
力を養う。③証明問題や理由を述べる問題などを
通して、解答をきちんと記述する力を養う。

数研出版「リンク数学演習ⅠＡ受験編」、「共通テスト対策直前演習数学ⅠＡ」

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】

数学ⅠＡ演習

【学びに向かう力、人間性等】

成瀬

３
学
期

２
学
期

リンク数学演習ⅠＡ受験編のｃｈａ
ｌｌｅｎｇｅ問題を定着させる。
【知・技】大学入試問題の標準レベ
ルの知識・技能を身につける。
【思・判・表】大学入試問題の標準
レベルの思考力・判断力・表現力を
身に付ける。

定期考査

共通テスト対策直前演習数学ⅠＡの
演習を中心に取り組み、実戦的な力
を身につける。
【知・技】大学入試問題の基礎～標
準レベルの知識・技能を身に付け
る。
【思・判・表】大学入試問題の基礎
～標準レベルの思考力・判断力・表
現力を身に付ける。

１
学
期

定期考査

定期考査

リンク数学演習ⅠＡ受験編のｂａｓ
ｉｃ問題を定着させる。
【知・技】大学入試問題の基礎レベ
ルの知識・技能を身につける。
【思・判・表】大学入試問題の基礎
レベルの思考力・判断力・表現力を
身に付ける。

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

１　数と式
２　集合と命題
３　２次関数
４　図形の計量
５　データの分析
６　場合の数と確率
７　図形の性質
８　数学と人間の活動
９　補充問題

評価規準

【知・技】数学ⅠＡについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、教科書レベルの基本的な問題
を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題など、教科書レベルの基本的な問題を解くことが
できる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

１　数と式
２　集合と命題
３　２次関数
４　図形の計量
５　データの分析
６　場合の数と確率
７　図形の性質
８　数学と人間の活動
９　補充問題

【知・技】数学ⅠＡについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試の基本レベルの問題
を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題など、大学入試の基本レベルの問題を解くことが
できる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学

共通テスト対策直前演習数
学ⅠＡ

【知・技】数学ⅠＡについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試の基礎～標準レベル
の問題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題など、大学入試の基礎～標準レベルの問題を解く
ことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○

１　数と式
２　集合と命題
３　２次関数
４　図形の計量
５　データの分析
６　場合の数と確率
７　図形の性質
８　数学と人間の活動
９　補充問題

【知・技】数学ⅠＡについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試の標準レベルの問題
を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題など、大学入試の標準レベルの問題を解くことが
できる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

〇 〇 〇

共通テスト対策直前演習数
学ⅠＡ

【知・技】数学ⅠＡについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試の基礎～標準レベル
の問題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題など、大学入試の基礎～標準レベルの問題を解く
ことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

〇 33〇 〇

○ ○ 1

○

①数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度を養う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度を養う。③問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を養う。

1

33



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

156

32

合計

○定期考査 ○

29

配当
時数

数学Ⅱ
　basic

【知・技】大学入試における基本的
な考え方を理解できるようにする。
【思・判・表】基本～標準レベルの
入試問題の解法が理解できるように
する。

○ ○ ○ 25

単元の具体的な指導目標

1

○ 1
共通テスト対策・一般選抜演習

【知・技】大学入試における基本的
な考え方を理解できるようにする。
【思・判・表】基本～標準レベルの
入試問題の解法が理解できるように
する。

数学ⅡBC演習
数学 数学ⅡBC演習 4

○ ○ ○

○ ○

知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①数学Ⅱ・B・Cについての基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解する。 ②事象を数学化したり、
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

①自ら変数を設定する問題などを通して、問題解決の
構想から結論に至るプロセスを主体的に考える力を養
う。②複数の選択肢の中から正解を選ぶ問題などを通
して、適切な答えを素早く導き出す力を養う。③証明
問題や理由を述べる問題などを通して、解答をきちん
と記述する力を養う。

数研出版「リンク数学演習ⅠA＋ⅡBC」、「共通テスト対策直前演習数学ⅡBC」

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学ⅡBC演習

【学びに向かう力、人間性等】

成瀬

３
学
期

２
学
期

数学Ⅱ
　challenge
【知・技】大学入試における基本的
な考え方を理解できるようにする。
【思・判・表】基本～標準レベルの
入試問題の解法が理解できるように
する。

定期考査

数学BC
　challenge

共通テスト対策
【知・技】大学入試における基本的
な考え方を理解できるようにする。
【思・判・表】基本～標準レベルの
入試問題の解法が理解できるように
する。

１
学
期

定期考査

定期考査

数学ⅡBC
　basic
【知・技】大学入試における基本的な
考え方を理解できるようにする。
【思・判・表】基本～標準レベルの入
試問題の解法が理解できるようにす
る。

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容

９．式と証明
10．複素数と方程式
11．図形と方程式
12．三角関数

評価規準

【知・技】数学ⅡBCについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試における基本的な問
題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題などの大学入試問題を解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

13．指数関数と対数関数
14．微分法と積分法
15．数列
16．統計的な推測
17．ベクトル

【知・技】数学ⅡBCについての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解し、大学入試における基本的な問題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択肢の中から正
解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる問題などの大学入試問題を
解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深めたり、評価・
改善したりしようとしている。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

①数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度
を養う。②粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養う。③問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

数学

共通テスト対策直前演習数学
ⅡBC

【知・技】数学ⅡBCについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、共通テスト演習問題や一般選
抜演習問題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、などの共通テスト演習問
題や一般選抜演習問題を解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○

９．式と証明
10．複素数と方程式
11．図形と方程式
12．三角関数
13．指数関数と対数関数
14．微分法と積分法

【知・技】数学ⅡBCについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試における基本的な問
題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題などの大学入試問題を解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

〇 〇 〇

1

33

15．数列
16．統計的な推測
17．ベクトル

共通テスト対策直前演習数学
ⅡBC

【知・技】数学ⅡBCについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解し、大学入試における基本的な問
題を解くことができる。
【思・判・表】自ら変数を設定する問題、複数の選択
肢の中から正解を選ぶ問題、証明問題や理由を述べる
問題などの大学入試問題を解くことができる。
【態度】問題演習を行う過程を振り返り、考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしている。

〇 33〇 〇

○ ○ 1

○


